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＜連絡事項＞

・柳杭田かつ子様～起床後の眠気訴えられている為、リスパダール（１）（強力精神安定剤）（１－０－３－２）へ変更となっています。

・山火　るい子様～症状悪化傾向見られている為、クレミン（２５）（強力精神安定剤）１Ｔ追加となっています。

・平　京子様～寝つきの悪さ訴えられている為、グットミン（催眠鎮静剤）追加、以後定期となっています。

・佐々木　淳様～体重減少見られている為、エンシュアリキッド１缶／日処方となっています。好きな時間に飲ませて良いそうです。内服薬変更、デパゲンＲ（２００）（抗てんかん剤）減量となっています。

・浅野　秀子様～来週火曜日まで臨時、以後定期薬となっています。

・小坂　君子様～来週火曜日まで臨時、以後定期薬となっています。

・課内研修（講師：江刺家課長　時間：１７:３０～１８:３０）ですが、８月１７日

　が８月２４日に変更になっています。

・五日市　公様～掻痒感軽減にてデキサメサゾン（副腎皮質ホルモン剤）２Ｔ、２×１／７日分処方となっています。

・元沢　政治様～１０日より、両下肢の発赤・掻痒感改善され、両上肢が痒いと訴えられた為、処置部位が両下肢から両上肢へと変更になっています。

· ８月１１日のグループワーク研修ですが時間変更しています。２年未満は１４：００～、２年以上は１５：００～です。　

　＜注目患者様ケース検討＞

・佐々木　淳様～血圧低値見られ、歩行時にふらつきあるも、本人「大丈夫だ。」と話　

　　　　　　　　されており、疎通もとれています。自ら「カップラーメン食べたい。」

　　　　　　　　と訴えられており、もっと栄養のあるものをすすめています。本日　

　　　　　　　　はカロリーメイトにて対応しています。

・十日市利喜様～Ｔシャツのボタンをかけておられなかった為、かけて頂く様声掛け

　　　　　　　　すると、「これはカナダから兄の弟が買ってきた物で、ボタン無い

　　　　　　　　のだ。」と、妄想様の発言聞かれております。

・上村　みわ様～体重の増加について問うと、「私痩せたいんです。１０㎏ぐらい。」

　　　　　　　　と、訴えられています。現在４７㎏です。自室にて間食が目立って

　　　　　　　　いる為、本当に痩せたいのであれば間食を控えて頂くよう、本人と

話し合い、働きかけていく予定です。

・横山　耕生様～単独外出時、不安感、動悸しそうになると訴えられています。不安感について尋ねると、「人にさらわれそうになる、手が痺れる。」と話されています。妄想様の発言であるか、幼少時体験した事がある

　　　　　　　　からかは不明です。本人、話を聞いてもらうと不安感は無くなり、落ち着いてくると話されているので、外出から戻られる度に「どうでしたか？」等と声を掛けていきましょう。

・佐々木善孝様～８：３０の体重測定時、「５４㎏までは夜も眠れて調子いいが、５

　　　　　　　　５㎏になると夜中トイレに起きるし、調子悪い。」と話されています。

　　　　　　　　夜間の巡回時、良眠されているようですが、観察していきましょう。

・山火るい子様～不眠の訴え聞かれています。ニヤつきがあり、声掛けすると表情が

　　　　　　　　戻られるという状態にあります。様子を見ていきましょう。

・浅野　秀子様～排泄に関する訴え無くなっています。「気にならないわけではないけ

　　　　　　　　ど、気にしてたらきりがない。」と話されています。

・村上　元道様～服薬自己管理について「まだ１日ずつなのか？いつ１週間分ずつに

　　　　　　　　なるのか？」と話されています。開始時説明したように、まず１ヵ

　　　　　　　　月間続けてみて、誤薬、忘薬が無ければ次の段階に進むという事を

　　　　　　　　伝えています。

・小坂　君子様～以前より幻聴の訴えは減少しています。本人「現実じゃない事は分かっている。」と話されており、行動化する事もありません。「自分の中にためていると気持ち悪いけど、聞いてもらうとスッキリする。」と話されているので、積極的に話を聞いていきましょう。

　　　　　　　

　　　

　　　　　　　　　

インフォームド・コンセント
· インフォームド・コンセントとは
説明と同意と訳される事が多いようですが、治療を行う側が説明をしても、治療される側が理解できなければ意味がありません。
　お互いが理解をする為には、患者様、ご家族の理解が不可決と考えられます。
インフォームド・コンセント（説明を受けて納得する。）
インフォームド・チョイス（治療を選択する）
インフォームド・ディシジョン（選択判断をし決定する）
· インフォームド・コンセントを上手に受けるには
1． 一人で説明を受けるよりも、家族に同席してもらう。
2． 分かりやすい言葉で、わかるまで説明をしてもらう。
3． 簡単な説明ではなく、出来るだけ詳しい説明をしてもらう。
4． 聞きたい事を事前にメモしてもらう。
5． 説明はメモを取りながら聞いてもらう。
6． 出来るだけ複数の治療法を提示してもらう。
7． 治療を行った場合のメリット・デメリット（リスク）と治療を行わなかった場合のメリット・デメリット（リスク）の説明をしてもらう。
8． 病気についての情報をできるだけ自分も収集する。
9． 最終的にどうするかは、自分で決める。
· 必ず確認しなければならないこと
1． 病名
2． 診断の根拠
3． 現在の病状と今後の病状の予測
4． 治療法の根拠
5． 治療の有無による病状の変化
6． 高度医療になれば治療費について







































